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通　信
日向54
不安はあったが、自分の研究と準備してきたこと
には誇りをもって挑むことを目標にしていたた
め、筆者なりに堂々と発表ができた。質疑応答で
は、野球指導者をはじめ、他の分野の研究者の方
からも助言やご指導を頂き、自分自身では見えな
かった新しい知見を得られた。そこから新たな出
会いなども経験でき、今後の研究の発展や意欲に
強く影響した。研究内容やきめ細かい発表など未
熟な点はまだまだ多くあるが、努力が結果として
実を結んだことは今後につながる大きな収穫で
あった。また、本学会では発表はなかったが、本
大学院に在籍する石田洋平さん、佐藤隆太さん、
渡邊和久さん（スポーツシステム研究科修士課程
２年）も参加し、最先端の研究に触れ、自身の研
究の知見を深めることができた。
日本体力医学会大会を終えて
　本学会大会で初めての口頭発表を経験し、強く
印象に残ったことは自分の研究に誇りと責任をも
つことの大切さである。普段の学内の発表などで
は、誇りや責任といった意識は芽生えなかった。
しかし、本学会を通じて、自分の研究に取り組む
ことに対して誇りをもち、多くの研究者の前で発
表することに責任をもつ重要性を感じることがで
きた。今後は学内や学外の枠ではなく、常時誇り
と責任を強く意識し日々の研究に取り組んでいき
たい。また、普段研究者の議論に触れるには文献
や論文が中心的であったが、本学会では、全国か
ら参加した発表者の活発な議論や質疑応答を目に
することができた。さらに発表者に対して質疑を
行うことができ、質疑側の立場も経験できた。あ
らゆる立場を経験でき、より口頭発表の難しさを
痛感する一方で、学会発表の魅力を十分に体感す
ることができた。今後はこの経験を研究分野だけ
にとどめず幅広く活かしていきたい。
最後に
本学会大会発表にあたり、終始適切な助言を賜
り丁寧に指導してくださった須藤明治教授をはじ
め、須藤研究室の山田健二さん、大野貴弘さん、
石田洋平さん、佐藤隆太さん、渡邊和久さんに心
から厚く御礼申し上げたい。
学会会場
右から須藤明治教授、山田健二さん、佐藤隆太さん、日向裕介（筆者）
